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【2019年3月2日～2019年3月8日までの推移】
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トルコの金融市場動向 Weekly Report

先週のトルコ・リラ相場は対米ドル・対円ともに下落し

ました。トルコの2年国債金利は低下しました。

先週は、3月6日（現地、以下同様）に金融政策決定

会合が開催されましたが、政策金利は市場の予想通り

に据え置かれたため、市場への影響は限定的でした。

しかし、7日のECB（欧州中央銀行）理事会が金融緩

和的な内容となったことからリスク回避的なムードが広

まり、トルコ・リラは対米ドル・対円ともに下落しました。

国債もリスク回避的な動きを受けて一時的に売られ

（金利は上昇）ましたが、一週間を通して見ると金利は

低下しました。

【トルコ・リラ 為替推移】

（トルコ・リラ/米ドル）

（出所：ブルームバーグより大和投資信託作成）

今週は11日に2018年10-12月期のGDP（国内総生

産）が発表され、市場予想より軟調な結果となったこと

からトルコ･リラは一時的に下落しました。また、鉱工業

生産や失業率などの発表も予定されており、経済面で

は引き続き、インフレ期待や景気の鈍化ペースを確認

する局面が続きそうです。3月末には統一地方選挙を

控えていることから、政治的なヘッドラインにも注意が

必要と考えております。とはいえ、先週のECB理事会

以降、米国の雇用統計も軟調であったことから景気に

対する警戒感が広がっており、今週のトルコ市場は国

内材料より市場のリスクセンチメントに左右される展開

となりそうです。

【1】先週の回顧

【2】今週の見通し
【トルコ 金利推移】

※四捨五入の関係で数値とグラフの目盛りが一致しない場合があります。
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（円/トルコ・リラ）


